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マールブりレク大学はドイツのほぼ心臓部に
位置する中世の面影を残す大学町マールブル
クにある。南からチュービンゲン、ハイデル
ベルク、マールフゃルク、ゲッチンゲンとドイ
ツを代表する四大学の一つです。1527年に
時のヘツセン州の領主 (方伯)Philipp der 
Grosmutigeにより 最初のプロテスタン ト
の大学として設立された。市街にはゴシック
様式のエリザベート教会の周囲の古い建物か
ら成る基礎医学研究所と病院、 薬学部と大字
通 りUniversi tatsstrasseに沿って人文系の
学部がある(図 l、写真 1)。また市街北東
のラーンベルクの丘陵地には現代的な建物か
ら成る理学部、大学病院、マックスプランク
研究所、新植物園などがある(図 2、写真2)。
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ヘンゼル とグレーテルなどの童話で日本
でも親しまれているグリム兄弟は 1802-6 
年マールブ、ルクで法学を学んでいる。今まで
大学に関係する人でノ ーベル賞受賞者は化学
( 5人)、医学 (3人)、物理 (l人)、文学 (l人)
の計 10人いる。その一人エミ ール・フォン ・
ベーリングはジフテリアに対する血清療法
の発見で第 l回の医学生理学賞をも らっ て
いる (1901年)。図 l左端の MarbachWeg 
の坂道を登って行くと、彼を記念 したベー
リング通りに至る。それに沿って彼が設立し
た大きなベ リー ング工場 (Aventis-Behring) 
がある。ロシアのノ ーベル文学賞作家ノ号ステ
ルナークは 1912年にマールブルクで哲学を
学んだ。日本からは 1903'" 6年田原淳が病
理学研究所のアショッフの下で、 心臓刺激伝
導系の発見という偉業を成し遂げた。1923
年に哲学者の三木清がマールブ、ルクのハイデ
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ガーの下で実存哲学を学んでいる。このよう
にマールブルク大学からは世界的に優れた人
物がたくさん輩出している。
世界の46カ国以上から 2000人余りの留
学生がこの大学で学んでいる。中園、 トル
コ、韓国、ロシア、イランからは 100人以
上、日本やアメリカからも各60'"'-'70人の
留学生がいる。インターネットのゴーマンレ
ポートによると世界の大学ランキング 100
校中で、ハイデ〉ルベルク大 (8位)、ゲッチ
ンゲン大 (25位)、チュービンゲン大 (45
位)、エアランゲン ・ニュルンベルク大 (47
位)に次いで 55位に入っている。ドイツの
大学は州立で授業料は無料です。マールブ、ル
ク大学では学期登録費 (SemesterBeitrag) 
として約 140ユーロ(19600円)、 2学期制
だから年間39200円を払うだけで学ぶこと
ができる(日本とは何という違い !)のも学
生にとって大きな魅力になっている。ヘツセ
ン州ではマールブルクの他に 100キロ以内
にギーセン大、フランクフル卜大 と3つの大
学がある。税金は国民に還元するもの という
まっとうな思いめぐらす為政者の資質の有無
が授業料の差になって現れているのであろう
か。なお、 HPの写真でさらにマールブルク
の街をお楽しみください。
http://www.日eocities.jpjhiuraaki228"
図と写真の説明
図 1.マールブルク市街地図
1 :マー ルブ、ルク駅、 2:アウトバーン(平
行してラーン川が流れている)
3:大学病院(眼科)、 4:エリザベート教会、
5 :旧病理学研究所、
6 :解剖学・細胞生物学研究所 (Haupt
Bahnhof駅から徒歩5'"'-'6分)、 7:分子
免疫学研究所、 8:ラーン川の支流(地図
には Mittelwasserとある)、 9:大学附属
の旧植物園、 10:古い大学または大学教
会、 11 :シュロス(方伯城)、 12:薬学部、
13 :細菌学研究所、 14:生理学研究所
写真 1.方伯城から烏敵したマールブ、ルク市
街の一部。
番号 1'"'-'8は図 lのそれらに相当する。
図2.ラーンベルク丘陵地にある大学関連施
設を示す地図
写真 (絵葉書) 2. ラーンベルクの新病院棟
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